
「日高九条の会」からの呼びかけ

　　日高市民のみなさん。

　　日本国憲法は、いま、大きな試練にさらされています。

　　ヒロシマ・ナガサキの原爆で終結した日本の侵略戦争は、アジアで2千万、
　　日本で3百万を超える尊い人命を奪いました。この悲惨な戦争への反省から
　　日本国憲法は生み出されました。なかでも「戦争の放棄」を定めた第9条は、
　　日本と世界の平和な未来のために、輝きを増しています。

　　しかるにいま、9条を中心に日本国憲法を「改正」し、日本を「戦争の出来る
　　国」にしようとする動きが、かってなく強まっています。

　　こうしたなか私たちは、大江健三郎氏ら９氏が呼びかけた「九条の会」アピ
　　ールに賛同し、本日ここに「日高九条の会」を結成しました。

　　日高市民のみなさん。

　　日本を「戦争の出来る国」にしないために、アピールの趣旨に応え、本会へ
　　の参加と、一人ひとりがそれぞれの地域・職場でできる、あらゆる努力を、
　　いますぐ始める事を訴えます。

呼びかけ人
赤岩　重雄（医師） 浅見鹿太郎（かわせみ理事長）

粟田　良助（元高麗川南公民館長） 風間　操　（こころ座）

小岩井増夫（日高・飯能民主文庫会長） 関口　忠男（大東文化大学教授）

関根　浩介（かわせみ施設長） 筑波　杏明（新日本歌人協会）

塗矢　邦夫（自由の森学園） 松本　重也（税理士）

丸尾　常喜（大東文化大学教授） 丸山　至　　（日中友好協会副理事長）

森田　俊男（平和・国際教育研究会会長）

「日高九条の会」の呼びかけに、私も賛同します。

連絡先：「日高九条の会」事務局
　　　　　　　渋谷（９８５－６５７６）　牧田（９８５－１６６７）　小山（９８２－４１６０）　

（「個人情報保護法」に鑑み、当署名用紙は事務局にて厳重に管理いたします。）

日本国憲法を守り、憲法９条を平和のために
生かす声を広めましょう

2005年3月27日
呼びかけ人一同
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